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まえがき


お遊びですので
文字化けして打てないのですよ
所々抜け落ちてますし
不満です









お詫びの詩



1.
くるくる回って
明るい音楽を流して
病気に嘘をつけて
立ち振る舞って
血を流しながら
舞い踊って頂戴
貴方が謝る必要は無いもの
私はあなたを喜ばせたいのよ
意味のない経典という
生を終わらせただけなのよ
さあ甦りましょう
さあさあ笑って
さあさあ廻って
笑って廻って
永久の輪廻から外れましょう
永久の苦しみから救いましょう
絶対の正しさの内側にご招待
もう二分の苦しみに打たれて
泣きじゃくる必要もないんだよ
絶対を強制させる
強要の生と二分の恐怖の現世は壊しましょう
躍って笑い合いましょう
破滅の踊りを
全ての神を壊しましょう
貴方の奴隷を開放しましょう
楔の枷の永久を外しますわ
全てが押し上げられ
神々の下へ私たちは赴くのです
さあ全て許される神の御前へ
さあ新しき夜にお別れをしましょう
そして新月と手を繋いで
輪廻の
永久の
絶望の
不幸の
絶命の
全てを許されましょう
全てを赦されましょう
全てを抱きましょう
貴方は私で
貴方が私で
私は貴方で
私があなた
さあ歓喜せよ新しき世の一新です
笑顔の絶えないお詫びのお終びの詩
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鷺沢　歩


最終目標は、文豪になり自分の作った作品が一つの時代を築くことです。
そこへ辿り着くまでに何百と課題があるので、頑張りたいと思います。
まずは、友達から『本が出たら買う』と言われたので、その時書いていたそうかけシリーズを書籍化できるように頑張ります


https://slib.net/a/23679/
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